
































































兵団政治部の事務室で整理再編に関する討議が行われ、徐はみずからの考えを語った。それによれば、徐は以前から「生涯の職業として文学に従事することと強く決心し、この夢は揺るぎないもので」 、軍にとどま と言われればそれに反対はしないが、 「軍と民から選べ 言われたら 自己の希望としては復員することである。 」その最大の理由として挙げられたのは、 「軍隊生活の窮屈さ」であっ 。 「中央文学研究所が創設されたら、 こ 入り、修習を経て、職業として文学創作に携わる」との意思を徐は表明した。しかし前日、恩師の陳企霞宛に書いた手紙 おいては、復員するよりも「確かに自分は軍に残った方がいい。……文学研究所に進 することができなければ、軍に記者としてとどま 」ことも書いて た。それは、中央文学研究所の創設がまだかなり先の と予想され差し当たり現在の軍務に専念すべきだという陳 助言に対する返信であり、徐 同日の日記 も「半分以上は本心」と記され
（７（
ことから、部分的に陳の意見に合わせた言い回しのように読み取れ、翌日の討議における意思表示は徐の
「本心」そのものであったように思われる。いずれにしても、両者の相違は文学研究所が創立される前の段階を軍にとどまって過ごすか、それとも復員 待つかと うことにあり、作家になるべく文学研究所に進学する いう目標自体は一貫していた。　
六月中、兵団司令部・政治部の再編はさらに進んだ。戦争勃発の三日目にあたる二二日、徐の直属の上司にあた






























されないが むろん朝鮮戦争に他ならなかった。当時、北朝鮮軍の進撃が洛東江付近で国連軍に食い止められ当初の勢いが殺が たとはいえ、兵団の統廃合が予定どおり進められてきたそれまでの戦局と比較し どの程度「緊迫」 度合 増した は別として、徐の復員にとって積極的な材料にならないこ は間違いなかった。　
同日の一七日に徐は、兵団の上司を飛び越えて上級機関に直訴する挙に出て、華北軍区の藍矛副部長宛に「失礼
















四九年四月五日 徐は同僚の徐孔と交流した際、組織の論理を最優先する軍隊と、作家の を最大限に主張する文芸との不調和がもたらした悩みに言及した。 「生憎、われわれは文章に志をもっている。にもかかわらず、上司はそれを認めてくれない。そこでさまざまな苦悩が生じる。 」同日の日記 徐は、さらに記した。 「先日、課長の董奮が、 のうち軍に幹部の職業化を導入する話題を提起したが 甚だ恐ろしいことと感じた。誰がこ まま職業化していきたいものか。こうして、私は抜け出 ことの難しさをますます感じるようになった。この諸
々
のことで、






であった。 「自分は生来、文芸のことが好きであった。学校にい 頃は、国語の成績が一番よかった。子供の頃から小説を愛読し、今もとく 文章を書く とが好 である 音楽を好み、絵画を好み、各種の文学芸術類の書籍を
323
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終戦後に進学したいとの思いは少なく も同年三月一二日 日記においても確認される。 「知識が増えるにつれ
て、向学心 強くなる。抗日戦争が早く勝利 、早く学校に行って勉強したい 切に願っている 抗日戦争が勝利した後 私の進学への希望を上級機関 認めてくれなかっ ら あるいはこの問題を適切に解決してくれなかったら、自分は大いに不満をもつであろう。 」まだ進学が不可能な時点では、徐 ただその機会の到来を漫然と待つのではなく、日
々
の生活のなかで勉強する環境をみずから作っていくことを考えた。 「さし当りは、自分からすすん




















































































徐を軍区 とどめておく意向が上司にあるとの風聞を聞かされ、徐はますます焦燥感を募らせた。一九日に総政治部文化部の劉白羽副部長宛に手紙を書き、みずからの研究所行きの希望を述べそ 承認をつよく懇請した。それと前後して、研究所創設者の丁玲が党組織 副書記を務めた中華全国文学芸術界聯合会（ 「文聯」 」
（
からも、軍から



























られた「整党」活動にも、朝鮮戦争関係の内容は新しく加えられ、 「無関心で姑息な平和を好む思想があるかどうかが主な議題とされた。 」徐は、自らの文学研究所への「入学に関することは本当に、緊迫した時局の影響を受けることになるのであろうか」とますます不安となった。徐の観察によれば 人
々
は戦争の話題に触れると、みな


















































































































かは別として、既有の貢献度への言及は、応募したくな 本音に対して「立場上」生じた呵責の念を打ち消すべく試みられた心理的補償の一つであったように思 れ 。　
いずれにしても、明確な「結論が出ず、ますます追い詰められ、その苛立ちが募るばかり」という深刻な事態は、








































































































































の上限の選定も、端的にそれを現している。つまり徐は一旦、二年六ヶ月前の四八 五月頃の落胆ぶりを思い出しながら、それが含まれないようにそ 一歩手前で時間を区切ったのであろう。少なくとも五〇年深秋の時点では、朝鮮戦争に対する徐の抱いた感情が五二年のそれとは正反対であ ことは間違いない。その暗澹たる気持ちを醸し出した心象風景はど ようなも であった か。それまで徐が経験してきた戦争 実態について、次節で考察する。２、戦争の惨状　
五〇年深秋以前、徐の体験した戦争の惨状は、物的破壊と人的死傷という二つの側面に分けられる。徐の戦争体
験がかれの戦争と平和に対する観方に影響を与えたことは、国共内戦時の事例からも、うかがわれる。四七年六月に華北聯合大学で国共内戦 将来に関する予測が行われたが、徐は武力による徹底的対決よりも調停や妥協による解決方法を唱えた。三日夜、徐は文学部の数人の学友と内戦の終結について議論があり、徐は「①蒋介石を徹底的に倒すことが難しいであろうこと、②和平交渉で国共双方が大きく譲歩し、または第三者の加わった調停により和平を実現 る可能性 高いこと」を明確 表明した。第三者とは、むろん米ソの ずれか ことであろう。この②の観方について、学友の徐孔からの反対に遭った。五日にも学友の間で時事論戦が一日中、行われた。 光耀はう一人の学友と組んで、内戦の行方をテーマ して他の組 学友と大論戦を繰り広げた。かれの予想に反して、ま
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思い出さ たからであったろう。四ヶ月前の論争の際、徐孔を含む学友の多くは実戦経験がなく、破壊や死傷等、戦争によって引起され 悲惨な状況を想像する力が乏しかった。かれらと異なり、盧溝橋事変の翌年に八路軍に加わった徐光耀 、すでに一〇年近い軍歴 もつ「老兵」であり 戦の「大義名分」にかかわらず市民が受ける甚大な被害を含む戦場の実情 熟知してい のである。　
市民の戦争被害について、徐は四九年四月の太原攻略戦にお ても見聞した。戦闘終結後の二八日に徐は南門か
ら入城し、閻錫山の住所であった省政府を訪ね 。省政府から南方向に遠く離れて ない ころ 巨大な鼓楼があり、 「北京のそれよりも高く、門洞の階を入れれば五階もあった。歴史が古 雄壮な偉容をみせていたが、砲撃中に多く被弾したため、門洞の一部 大きく崩 、上層部にあった扉や窓が零落 て無残 姿と化した。 」その後、一行は市内もっとも賑やかな繁華街の一つと言われた橋頭街に向った。 町にあまりにも多くの砲弾が打ち込まれ、建物にはほとんど例外なく被弾した跡が残っており、壁が崩 た家も少なくなかった。目に入 てきたのは、実に
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たのであろうか。これに関する直接的な記述 同時期の徐 日記には見当らない。しかし日中戦争時の経験が終戦後もなお悪夢の中に出たことは確認される。つまり、徐 四六年四月七日 夜から八日の未明にかけて、四年前の四二年五月一日から始まっ 日本軍による大掃蕩作戦当時の悪夢に魘された。数百人の日本軍に包囲されるなか、
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作論から離れて、ヒューマニティ一般に広がる性質をもつ問いにもなるが、まだ若かった徐は、その真意を図りかねたこと 、そ 時点では必ずしも深く理解しなかったよう ある。しかし ヒロイズム全盛のその時代を生きた徐ですら、当時の徐 日記を見る限り 「悩まされなかった」と即答できなかったことも、また事実である。　
徐の「悩み」の一端は七九年春に、そこから遡って四〇年前に起きた事件のフラッシュバックがあったことから、













































































































： 徐光耀心霊档案』 （河北大学出版社、二〇一一年（ 。
（
3（　 『徐光耀日記』 （以下「徐日記」と略記（第三巻（河北教育出版社、二〇一五年（二九九、三三一、三五七頁。マニアンの朝鮮取材については、李庄「一個中国記者看朝鮮戦争」 『社内生活』 （人民日報社（二〇〇〇年一一月五日を参照されたい。
（
4（　




























































































































































































































































































83（　 『昨夜西風凋碧樹』 、前掲、一六六―一六七頁。鉄凝「碧樹蒼生（序（ 」 『小兵張嘎之父
:
徐光耀心霊档案』 、前掲、四頁。
（
84（　
徐日記、第四巻、四九―五一頁。
（
85（　
同右、五八、七二、七四、七七、八〇―八三頁。
（
86（　
同右、一一〇―一一一頁。
